


平面計画　エレベーター・設備のシャフトや非常階段等
は集約されたコアとして南側に配置された。低層部では
2 階の銀行への入口が北側の接道部分の西端に、高層部
のオフィスへの入口が東側の接道部分の南端に設けられ、
これとコアの配置により、銀行と店舗の空間を動線やコ
アに分断されない一体空間とすることが意図された 9)。 
2 階では他の階より天井の高い大空間に銀行の営業室が、
南西側に設けられた2層のメザニンには執務室が設けら
れた。高層部では、コアから東西と南側に伸びる部分に
貸オフィスの空間が配置された ( 図 4)。6 階以上のコア
より南側の部分は、将来の隣地での建設を想定し、内部
の空間に十分な自然通風・採光を確保する目的で、12th 
St. に面する東側で 20ft の、隣地に接する西側で 45ft の
セットバックがとられた 10）。貸オフィスの空間は、構造
壁のない一体空間をパーティションで様々なレイアウト
に間仕切って、貸出す形式であった 11）。
2.2 造形表現　PSFS ビルのボリュームは、6 階以上の
部分でほぼ垂直に立ち上がる造形となった。この造形の
特徴は、ゾーニング法下で多段階のセットバック等によ
る形態操作が造形上の主題であった同時期のニューヨー
クなどの高層建築 12) とは異なり、1950 年代のモダニズ
ム高層建築で結実した美学 13）の先駆的かつ過渡的な 14）

事例として位置付ける事ができる 15）( 図 5)。
　PSFS ビルでは低層部と高層部共に非対称の造形がな
されたが、これもアメリカン・ボザール様式に由来する
対称性重視の同時代の事例 16）と異なる点である ( 図 6)。

　PSFS ビルでは内部の機能の違いが異なる外装の仕上
げで表現されており ( 図 7)、「形態と機能は不可分であ
る」17）という W.Lescaze の思想の反映がみられる。
主に低層部では大きな面の構成による造形がみられ、外
壁は幅４ft. 高さ６ft. の平滑な御影石が用いられた巨大
な面とされた。また銀行の営業室の柱は明度と反射率の
異なる大理石の切替えで仕上げられており、柱のボ
リューム感を消去し面の構成とする表現がなされた 18）

(図８)。高層部東西の外側に突出した柱に注目すると、通
常なされている曲線状の面取りが最も北側の柱の前面の
角のみでなされておらず、同一素材の 4・5 階の外壁と
一体となった巨大な面とする造形意図が伺える ( 図 7)。
W.Lescaze はこれらのような大きな面による表現につ
いて、「機械生産の美学を表すもの」19）としているが、そ
の美学が割付ける素材大きさだけでなく細部の造形処理
によっても表現されていたと言える。
　高層部では、設計の途中段階まで水平性を基調とする
スラブの積層の表現がなされていたが、垂直性の強調を
望む Wilcox の主張と提案によって 20）、高層部の東西
ファサードで柱を外側に突出させる表現が加えられたこ
とも特徴的である。( なおこの変更では、同時に内部空
間への柱の突出をなくしオフィスのフレキシビリティを
向上させることも意図された 21)。)
3. PSFS ビルの技術的特性　
　高層建築の発展と構造技術の発達は不可分の関係であ
り、PSFS ビルにおいても様々な構造的考慮がなされた。
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して活用して仕上げることで、各柱間に作用するせん断
力の違いのために大きさが異なる方杖が、同じ大きさの
見掛かりに統一されるといった表現上の工夫がみられた。
　PSFS ビルが建設された時期は、高層建築における耐
風設計の理論の発達と実践が開始された時期である 24)。
同時期の他の事例と比較すると ( 図 12)、構造的に強固
なコアの周囲に柱を集中させるか、二重梁を用いるなど
して接合部を強固にする場合が多く、現代のような大型
部材がない時代の耐風設計において、PSFS ビルのよう
な方杖の全面的な使用は一般的ではなかったと考えられ
る。これは水平連窓を基調とした、構造壁がなく外周部
の接合が特殊な鉄骨ラーメン構造において、高層部をト
ランスファー階のトラスを介し少数の柱で支えるという
制約の下、部材と接合部を簡素化することで、構造体を
軽量することとオフィスの空間を最大限確保することが
意図されたためと考えられる。実際に PSFS ビルの床面
積あたりの鉄骨重量は他の事例の2/3程度となっていた。
3.2 空調設備計画の特徴　PSFS ビルの空調は設計の終
盤まで部分的な導入が予定され、全館導入の決定は躯体
の建設の開始後だった 25)。空調の系統は5階と6階を境
に上下 2 つの系統に分かれ、空調機は上系統では 20 階、
下系統ではトランスファー階と地下２階に、冷凍機は全
て地下２階に設置された ( 図 13)。外気の導入は上系統
で20階の東側の開口部から、下系統で3階のセットバッ
ク部分の開口部から、排気は 33 階のファンにより行わ
れた。各階での空気の分配は、2 階では天井の照明設備

またオフィスへの空調の導入は建物の不動産価値の向上
に繋がるものとして、技術の発達に伴って 1930 年代に
は不可欠な要素として認識され始め 22）、PSFS ビルでも
高層建築として史上 2 番目に全館空調が導入された。本
章では、このような PSFS ビルの技術的な特性を構造と
空調設備の 2 つの視点から明らかにする。
3.1 構造計画の特徴　PSFS ビルの主な構造種別は鉄骨
造であり 23）、主な特徴としては、①トランスファー階の
大トラス構造、②高層部東西ファサードの特殊な柱梁接
合、③低層部ファサードの片持ち構造、④耐風要素とし
ての方杖の積極的な使用が挙げられる。
①トランスファー階には高さ 16.5ft の大トラス構造が
設けられ、高層部と低層部の柱を繋いでいる ( 図 9)。こ
れが高層部の４つの柱列を２つに集約して支持すること
で、２階の銀行営業室に柱の少ない大空間が実現された。
②高層部の東西ファサードの柱梁接合部では、柱が外壁
面から突出したアウトフレームであるため、直交に取付
く梁は柱材の室内側フランジに接合され、室外側フラン
ジに火打材を取付けて剛性と耐力が確保された ( 図 10)。
③低層部の 12th St. 側のファサードでは片持ち構造が
採用され、重い石材の外壁が柱より外側で大きく連続し
たファサードが実現された。
④耐風要素としての方杖の使用は ( 図 11)、主に高層部
で、コアより北側の部分の柱梁接合部で東西方向に行わ
れた。この方杖は内部空間にも現れる大きな特徴と言え
るが、これにより簡素化された接合部を配管スペースと
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図 9  大トラス
図 10 高層部東西ファサード詳細 図 11 高層部 方杖詳細（出典：Architectural Forum)

図 12  1930 年代の高層建築建築における耐風設計の比較 ※主に Engineering News-Record 誌の記事を元に作成
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を組み込んだ板に隠されたガラリから給気が行われ、還
気は柱に組込まれたダクトに根元のガラリを介して行わ
れた。オフィス階では各階に設置された２台のブース
ターファンが、一日の日射負荷の変動を考慮して東西に
分離された２つの系統に垂直ダクトから空気を導入し、
梁のように天井で仕上げられた横引きダクトを介して給
気がなされた ( 図 14)。還気はパーティションのドアの
ガラリを通し廊下を介して行われ、その 35％は温湿度調
節の目的で 26）ブースターファンで混合されて再分配さ
れた。給気は通常より低い温度で供給されることでダク
トの小型化が図られており 27）、ブースターファンでの還
気の再混合と併せ、建設途中での空調導入でいかに設備
を小型化するかが検討されたことが伺える。
　PSFS ビルでの空調導入はオフィスにおける空調の理
論の確立と導入・実践の開始と同時期に行われた 28)。こ
こで最初に全館空調が導入された高層建築である
Milam ビル (1928 年竣工 ) と 1934 年に Architectural 
Record 誌に掲載された空調導入の基礎事項の記事 29) の
内容との比較を行なう。空調機の形式は PSFS ビルでは
複数系統の単一ダクト方式であるのに対し、Milam ビル
では2階に1台の空調機を設置する各階ユニット方式に
近い方式であり、記事で推奨されたのは屋上に空調機を
集約する方式であった。空調のランニングコストは
PSFS ビルでは 1ft2 あたり¢ 15 と低く抑えられ 30)、これ
には機器の集約との関係が推測される。各階での空気の
分配は、Milam ビルとは異なり PSFS ビルは記事で推奨
された方角別の系統分離がなされ、給気口はよりオフィ
スのレイアウトの可変性に対応した細かい間隔で設けら
れた 31)。ペリメーターゾーンの負荷への対応は、記事で
推奨され後の時代に普及した、窓際に吸気口を設ける方
式には到達していなかった ( 図 15)。

4. 意匠及び技術的特性の関係　前章までに明らかにし
た特性間の関係を考察する ( 図 16)。東西で幅の異なる
セットバックや高層部で内部空間への柱の突出を避ける
ために柱を外側へ突出させるといった建築計画的考慮が、
非対称性や垂直性の強調という造形表現上の意図も併せ
持っているという計画と表現の関係がみられた 32）。また、
大空間の営業室が求められる銀行と合理性が要求される
オフィスという異なる機能を積層するという建築計画上
の与件や、水平連窓の造形表現が、大トラス構造や耐風
要素の方杖といった技術によって実現されるという意匠
と技術の関係もみられた。特筆すべきは、トランスファー
階に設備を配置し、その層も含めて低層部の大きな面と
して表現したり、方杖の使用で簡素化された接合部を活
用し配管スペースとしながら方杖の見え掛かりを統一す
るというように、複数の技術を統合し、再度意匠的な表
現にも展開するといった試みがみられた点である。
5. 結　以上本研究では、建設当時の図面・雑誌を資料と
して、意匠・技術の双方において過渡期にあった PSFS
ビルを、その両面から詳細に分析することにより、前章
で述べたそれら特性の関係を明らかにした。

図 16  PSFS ビルの意匠及び技術的特性の関係
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